
本事業は経済産業省，文部科学省の指定を受

け，平成１９年度から開始された。本校は多くの

中小企業が集積する東大阪に位置し，２００７年問

題等を抱える地域社会から本事業の展開を大き

く期待されている。本校は財団法人大阪労働協

会からコーディネーターを派遣いただき，工科
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高校と企業とが連携して，実践的教育を創造す

ることを通じて，地域産業を支えるものづくり

人材の育成に努めている。本報告は，これまで

の取組を紹介し，これから取り組むべき方向を

検証するものとしたい。また，多くの関係者の

方々からご指導を仰ぎたい。

工業高校等実践教育導入事業
－－中小企業ものづくり人材育成事業－－

大阪府立布施工科高等学校長　安村　博文

２．本事業のスキーム図



（１） 工科高校の再生

工科高校等の専門高校は産業社会の流れにリ

ンクするのは当然であり，そのことが存在基盤

でもある。２０世紀後半，工科高校では，即戦力

のスペシャリストを育成してきた。つまり，工

科高校の卒業生が直ちに生産現場でその能力を

発揮することができた。しかし，いまや技術は

急速に進歩し，大企業においては，独自製品を

製造する専用機を保有し，工科高校の卒業生が

学んできた内容では即戦力の役割を担うことが

できなくなってきた。また，専用機であるがた

めに，企業独自の研修が必要であり，企業内で

の研修システムも整備されてきた。したがって，

大企業の製造業では，汎用機の実習を受けてき

た人材より，オペレーター管理のできるコミュ

ニケーション能力の高い人材を求めるようにな

ってきた。それは，必ずしも工科高校の卒業生

である必要はなく，多様な学科の若者達でも十

分に対応でき，実際それを主張する企業も少な

くない。ここにいたって，工科高校の大企業に

おけるものづくりの世界での役割は大きく衰退

してきていると判断するのが妥当である。

大企業からのニーズが低下してきている今日

において，本事業の課題である「地域産業の担

い手育成」こそが，工科高校の再生の道である

と考える。

（２） 経済政策

ものづくりにおける近隣諸国の成長にはめざ

ましいものがあるが，高度技術を要する製品で

はまだ我が国が優位な立場にあるといえる。そ

のものづくりの高度技術，特に加工技術におい

ては中小企業にその技術力が集積し，もはや中

小企業の高度技術なしには先端技術も製品化で

きない状態になっている。

中小企業における高度技術は体系化され文書

で残されているわけではなく，中小企業の現場

３．本事業の意義
で暗黙知として蓄積されている。ところが，こ

の中小企業では，いわゆる２００７年問題等が生起

し，後継者不足で廃業を余儀なくされている企

業も少なくない。本校の位置する東大阪地域で

は，定年制のない企業も多くあり，本校のもの

づくり系有効求人倍率は約５倍であり，平成１９

年度就職試験１次合格率は９４％にもなった。テ

クノロジー修得を目標としてきた工科高校は，

いまこそ中小企業への人材輩出を目指すべき時

期ではないか。教育の問題としてだけでなく，

経済の問題として，中小企業ものづくり人材育

成を捉える必要がある。

（３） 高等学校の地域連携

今日の公教育は，地域に根ざした教育を展開

することが当然の課題となってきている。本事

業は単なる地域連携に留まらず，地域社会とと

もに，明日の地域経済を支える若者の育成を目

指す協働行動であるといえる。したがって，学

校が地域社会に生徒の教育を委ねるのではなく，

また，地域社会が学校教育に援助するという性

格のものではない。明日の地域社会で活躍する

高校生の教育を地域と共に創造することがこの

事業の性格でもある。また，生徒が企業の生産

現場にいかに携わるかが課題である。

本校では本事業を大きく３部門に分けた。ま

ず，第一に本事業は学校単独の事業でなく，行

政，企業，関係諸団体等の協働事業として推進

するべきであるので，その推進組織の企画，運

営を手がけた。第二には，企業が学校教育に参

入し，直接自らの人材育成に携わることを可能

にすることである。現在ある高度技術の習得を

最終目標に学校と企業が協議し，教育内容と教

育方法を創造していくことである。第三に啓発

活動を重視した。東大阪地域においても当該地

域の高度技術，中小企業の社会的役割が正しく

認識されていない。この状態を改善しなければ，

４．本事業を進めるにあたって
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本事業が本校の独自活動に終わってしまい，大

きな成果を得ることができない。地域企業経営

者等と地域社会への啓発活動を展開する中で，

工業生産における高度技術を地域の財産として

再評価されることを図っていきたい。そのこと

により，多くの優秀な若者がものづくりに携わ

ってくれるものと確信している。

（１） 東大阪地域コンソーシアムの設置

本来，本事業は地域行政が主体となってその

一翼を本校が担うという形の方が望ましいと思

われたが，工科高校の方からコンソーシアムの

設置を企画した。学識経験者，地域行政機関

（東大阪市，八尾市，大東市），商工会議所（東

大阪市，八尾市，大東市），地域企業経営者，

大阪府関係者等で構成し，これまで２回の会合

で事業内容を協議した。工科高校からの呼びか

けで発足したせいもあり，工科高校の事業を協

議するという域を出ないでいる。今後は，それ

ぞれの立場で中小企業ものづくり人材育成政策

をどのように展開していくのか，そして，その

独自政策や本事業終了後に自立化することに対

し，それぞれの機関がどのように連携していけ

るのかを協議できる場に発展させていきたい。

（２） 教育内容の創造

中小企業に現存する技術は非常に高度化して

おり，その高度技術習得を最終の目標とした学

５．具体的取組

習プログラムを創造していかなければならない。

当然，３年間の工科高校の学習では到達できな

いほど先端技術は高度化しており，工科高校の

教育のみで賄いきれるものではない。卒業後の

技術習得も視野に入れ，高校時代に何を学ぶべ

きかを地域産業界と共に考えていかなければな

らない。本校はインターンシップに早期に取り

組んでおり１０年の歴史を持つ。また，日本版デ

ュアルにおいても文部科学省の研究指定を受け，

長期間の企業実習を実施してきた。その成果を

基盤に今度は企業実習の質的向上に取り組んで

いる。いままでは生徒と企業のマッチングを図

り，実習としての内容は企業にお任せしていた。

また，これまではキャリア教育的内容を含む単

なる体験学習であったが，本事業では技術習得

を目指す工業実習として質的向上を図っていく

こととしている。

東大阪地域の将来の機械加工は，同時５軸マ

シニングセンタ等の高性能工作機械を駆使して

の高付加価値製品の加工が主流になっていくで

あろう。それを踏まえ，基本としてマシニング

センタを扱うことができるということを一つの

到達点として設定した。企業との教育内容創造

のスタートとして，現在機械系生徒３０人，１５日

間の企業実習プログラムを作ろうと提案してい

る。CAD/CAMに関して５日間，マシニングセ

ンタ操作で５日間，その他の工作機械で５日間

の企業実習プログラム開発の協議を開始してい
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企業実習 外部講師招聘による鋳造実習



る。

（３） 啓発活動

①　出前授業

地元地域では，地元の中小企業の高度技術と

社会的役割について意外と理解されていない。

中小企業をかつての３Kとして捉え，積極的な

キャリアとして捉えていない。今後とも，地域

社会の誇りとして，中小企業の高度技術を情報

発信していきたい。明日を担う地域の子供達が，

自らがチャレンジしてみたいキャリアとして地

域産業への就職を具体的に考えてくれることを

期待している。

本取組では，工科高校の校長と地元中小企業

の社長が中学校を訪問し，出前授業を実施して

いる。地元企業経営者には製品を持参していた

だき，その製品を作るための高度技術と苦労を

語っていただいている。その反応を中学校の生

徒達の感想文で感じていただきたい。
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②　ものづくりフィールドワーク

本校では，生徒達のキャリア決定に少なから

ず影響力のある保護者においても，地元中小企

業に対する正しい認識を持っていただこうと

PTA行事として「ものづくりフィールドワーク」

を実施している。生徒の企業実習を保護者も体

験してみたいとの要望から，PTAが自発的に取

り組んだことが始まりであるが，本年度で３回

目を迎え，関係団体からも注目を集めている。

特に八尾市中小企業サポートセンターには当日

の企業紹介のみならず，コーディネーターの派

遣，昼食時を活用した講演会の講師の派遣と精

力的に協力いただいている。

本年度は，貸し切りバス３台に分乗し，３班

に分かれ，各班，午前１社，午後１社の地域企

業を訪問し，昼食時には一堂に会し，キャリア

講演会を行っている。保護者の反応は予測以上

にすばらしく，地域中小企業に対する認識は大

きく変化していることを実感している。

出前授業感想文　（東大阪市立柏田中学校）

A：東大阪市はとてもすごい技術を持って

いるんだなあと思いました。トヨタはす

ごいっていうけれど，もっとすごいのは

町工場などで働いて部品を作っている人

なんだということが分かりました。

B：工場で働いている人はみんなよごれて

そうと思ってたのに，工場の人の話を聞

いて，とても清潔だと知り，びっくりし

ました。少し，工場の仕事に興味を持て

ました。

C：工業は見た目，簡単そうだけど，実際

にはとても難しいとあらためて思いまし

た。見せてもらった物もけずるのは簡単

だと思っていました。実際はとても難し

いと思いました。工業にはいくつもの技

術がいるのかなと思いました。


